










1981 年 6 月より、当院で CAPD を導入した 15 歳以下の小児は 29 例となった。昨年管理し

ていた 13 例は 2歳 9ヵ月から 16 歳の幼児 1 例、小学生 7例、中学生 4 例、中学卒業後 1

例であった。その生活状況は、腹膜炎等での闘病期間を除けばほとんど支障なく家庭およ

び学校での生活を送っている。このように、小児期腎不全患者の CAPD 療法による管理は

合併症のコントロールが良好であれば、その quality of life はかなり良いと考えられる。

乳幼児では精神運動発達の評価、指導が重要で、学童では社会、心理的問題が生じてくる。

それらの対応も含め、CAPD の管理には看護婦・保健婦・栄養士・ケースワーカーなどを

含むチーム医療の果たす役割が大きいものと思われる。


